
平
安
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代

竹
内
街
道
沿
い
の
河
内
鋳
物
師

　
平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
）
四
月
、

〝
一
四
〇
〇
年
に
渡
る
悠ゆ

う
き
ゅ
う久
の
歴
史
を
伝
え

る「
最
古
の
国
道
」
〜
竹た

け
の
う
ち内
街
道
･
横よ
こ
お
お
じ

大
路

（
大だ
い
ど
う道
）
〜
〞が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
を
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
市
域
南
部
の
岡
・
立
部
地
区
を
東
西

に
走
る
竹
内
街
道
は
、
七
世
紀
の
飛あ
す
か鳥
時

代
に
敷
設
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
日
本
遺
産
と
な
っ

た
の
は
、
難な
に
わ波
と
飛
鳥（
奈
良
県
）を
結
ぶ
竹

内
街
道
と
よ
ば
れ
る
古
道
だ
け
だ
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

本
道
以
外
に
も
、
構
成
文
化
財
と
し
て
、
松

原
に
は
天
美
西
の
大
和
川
今い
ま
い
け池
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た「
難
波
京
朱す
ざ
く雀
大お
お
じ路
・
難な
に
わ波
大だ
い
ど
う道
」、

岡
･
丹
南
の「
岡
遺
跡
・
丹
南
遺
跡
」、
上
田

の「
柴し
ば
が
き籬
神
社
」も
日
本
遺
産
な
の
で
す
。

　
日
本
遺
産
と
は
、
文
化
庁
が
認
定
・
所

管
し
た
も
の
で
す
。「
日
本
の
文
化
・
伝
統

を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
。
有
形
・
無

形
の
様さ
ま
ざ
ま々

な
文
化
財
群
を
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備・活
用
し
、国
内・

海
外
へ
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
竹
内
街
道
・
横
大
路（
大
道
）
は
、
大
阪

市
・
堺
市
・
松
原
市
・
羽
曳
野
市
・
太
子
町
・

葛
城
市
・
大
和
高
田
市
・
橿
原
市
・
桜
井

市
・
明
日
香
村
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
松
原
市
域
で
は
竹
内
街
道
を
は
さ

ん
で
、
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
複

合
遺
跡
で
あ
る
岡
遺
跡
と
丹
南
遺
跡
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
両
遺
跡
の
中
で
も
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
の
は
、
中
世
に
お
い
て
活
躍
し
た
河

内
鋳い

も

じ
物
師
の
工こ
う
ぼ
う房
が
存
在
し
た
地
域
で
、

日
本
の
金
属
製
品
生
産
の
拠
点
の
一
つ

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
河
内
鋳
物
師
と
は
、
河
内
国
丹
南
郡
を

中
心
に
活
躍
し
た
鉄
・
銅
で
鍋な
べ
か
ま釜
や
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘

な
ど
を
製
作
し
た
鋳
造
職
人
の
集
団
で
す
。

今
の
堺
市
美
原
区
真し
ん
ぷ
く福
寺じ

･
太た

い井
･
余あ
ま

部べ

や
同
市
東
区
日ひ

置き

荘し
ょ
う
地
域
の
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
岡
や
丹
南
に
居

た
鋳
物
師
職
人
に
つ
い
て
も
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
そ
の
実
像
が
少
し
ず
つ
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
岡
遺
跡
は
松
原
警
察
署
岡
町
交
番
前
に

所
在
し
、
岡
二
丁
目
の
大
阪
府
営
松
原
岡

住
宅
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
に
大
阪
府
教
育
委
員
会
に
よ

り
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
内
で
は
、
平

安
時
代
末
か
ら
室む
ろ
ま
ち町
時
代（
約
八
〇
〇
〜

六
〇
〇
年
前
）に
か
け
て
、
鉄
や
銅
製
品
を

製
作
し
て
い
た
鋳ち

ゅ
う
ぞ
う造
工
房
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
遺
構
は
、
鉄
や
銅
を
溶
か
す
コ
シ

キ
炉
の
跡
や
フ
イ
ゴ
跡
な
ど
の
鋳
造
に
関

わ
る
も
の
の
ほ
か
、
掘ほ
っ
た
て立
柱ば
し
ら

建
物
の
住
居

跡
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
金
属
を
溶
か
す
炉
は
、
地
面
に
直
径
約

一
m
の
浅
い
穴
を
掘
っ
て
、
そ
の
上
に
粘

土
で
高
さ
一
m
ほ
ど
の
炉
を
築
い
て
い
ま

し
た
。
炉
の
横
に
は
、
送
風
装
置
で
あ
る

フ
イ
ゴ
や
鋳い

型が
た

を
備
え
付
け
た
直
径
約
二

m
の
穴
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
一
号
棟
東

側
の
芝
生
広
場
に
説
明
板
が
建
っ
て
い
ま

す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」32
）。

　
一
方
、
丹
南
遺
跡
は
丹
南
四
丁
目
に
あ

た
り
、
現
在
、
丹
南
町
会
総
合
会
館
の
建

つ
今
池
の
北
側
で
す
。
池
に
西
接
し
て
、

高こ
う
や
さ
ん

野
山（
和
歌
山
県
）
の
参さ
ん
け
い
み
ち

詣
道
で
あ
る
中

高
野
街
道
が
走
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八

年（
二
〇
〇
六
）、
同
地
で
分
譲
住
宅
建
設

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
原
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
す
る

と
、
十
五
世
紀
の
室
町
時
代
ご
ろ
の
河
内

鋳
物
師
の
製
作
工
房
と
考
え
ら
れ
る
遺
構

が
多
数
発
見
さ
れ
た
の
で
す（
松
原
市
教

育
委
員
会「
た
じ
ひ
の
だ
よ
り
」
No.6
、
平
成

十
九
年
）。

　
溝
で
区
画
さ
れ
た
敷
地
の
中
に
作
業
所

と
思
わ
れ
る
数
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
建
物
の
周
辺
に
は
、
炉
や

鋳
型
を
作
製
す
る
た
め
の
粘
土
を
採
掘
し

た
土ど

坑こ
う
も
あ
り
ま
し
た
。
土
坑
内
に
は
、
炉

や
鋳
型
の
破
片
、
鉄て
っ
さ
い滓
な
ど
が
多
数
廃は
い
き棄
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
炉
を
据
え
た
と
こ

ろ
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
土
し

た
鋳
型
片
か
ら
、
鍋
や
釜
な
ど
の
生
活
用
品

の
ほ
か
、
茶
道
に
使
う
茶ち
ゃ
が
ま釜
な
ど
が
確
認
で

き
ま
し
た
。ま
た
蓮れ
ん
げ華
文
様
の
遺
物
も
あ
り
、

仏
具
も
製
作
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
で
は
、
両
遺
跡
と
も
地
上
に
痕
跡
を

残
し
ま
せ
ん
が
、
日
本
遺
産
の
貴
重
な
遺

跡
と
し
て
、
長
く
記
憶
に
留
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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▲「岡2丁目所在遺跡」説明板
（岡2丁目･大阪府営松原岡住宅内）
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▲河内鋳物師工房発掘地から、今池上に建つ
丹南町会総合会館を望む(丹南4丁目)

▲室町時代の河内鋳物師工房調査地（右）と
遺物出土状況（左）（松原市教育委員会提供）


